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ご挨拶ご挨拶ご挨拶ご挨拶    

横浜スペイン協会会長 下山利明    

今年、横浜スペイン協会創立 30 年の記念すべき年を無事に迎えることが出来大変うれしく思います。当

協会は 1990 年 7 月 7 日に桜の苗木の植樹を通して文化交流を深めようとスペイン好きのメンバーが集まっ

て発足されました。創立以来、スペイン大使館の絶大なるご支援を賜りながら、ボランティア精神旺盛かつ

情熱的行動力を受け継いだ歴代の理事と、会員の皆さまの貢献により着実に発展し現在に至っております。

自分自身を振り返りますと、2016 年 5 月に 3 代目会長という大任を仰せつかってから今日まで、協会の設

立趣旨に基づき様々な活動をして参りました。さくら植樹の交流は 2017 年 9 月レオン州、2018 年 5 月サン

ティアゴ巡礼冬の道に於いて実施致しました。スペイン文化の普及に関しましては、スペイン語教室の初級

クラス新設により生徒数が増加した事と全国各地のスペイン交流協会との情報交換等を積極的に進めた事

が挙げられます。本年は 30 周年記念イベントを色々と企画しております。第１弾として、既に 2月 25 日に

スペイン大使館の公邸に横浜緋桜を 3 本寄贈させて頂きました。4 月にはメインイベントであるロンダ市で

のさくら植樹と市民交流を計画しておりましたが、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大が急速に進み、

残念ながら延期という苦渋の決断をせざるを得ない状況でした。9 月には私たちのスペイン展、11 月には

30 周年記念コンサート＆パーティーの開催を予定しており、着々とその準備を進めております。30 周年は

1 つの大きな節目です。皆様と共に喜びを分かち合い、盛大なお祝いにしたいと考えております。現時点で

は、新型コロナウイルスの感染収束の目途がたたない状況が続いておりますので、リスク対策の為、総会、

理事会、サークル活動等をリモートで開催し協会の運営に滞りがないよう、新しい取り組みにチャレンジし

ております。今後も協会の設立趣旨である 1.さくらの植樹を通じたスペインとの交流 2.日本おけるスペイ

ン文化の普及 3.全国の交流団体との交流、これらの活動を中心に日西友好に貢献して行きたいと考えてお

ります。引き続き、皆さまのご支援のほど宜しくお願い申し上げます。 
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                      駐日スペイン大使 

                    ホルヘ・トレド 

                    

 

横浜スペイン協会創立 30 周年をお祝いできることを喜ばしく誇りに思います。  

  スペイン大使館では継続的に同協会と様々な取り組みや協力を行ってきました。 

 

  スペインとの交流を普及し促進する全国のスペイン協会の中でもその役割において模範と 

なっている横浜スペイン協会について、私が日本に着任した際にホセ・アントニオ・デオリ 

文化参事官が愛情と尊敬の念をこめて話してくれました。この１年半の間にこれが事実であ 

ると確認でき、協会メンバーの皆様と思い出となる時間を共有できたことを嬉しく思います。 

 

  横浜スペイン協会より横浜外人墓地に埋葬されているフランシスコ・ホセ・デル・カスティ

ーリョ スペイン大使のお墓へご高配いただいていることを特筆したく思います。 

 

  また、横浜スペイン協会創立 15 周年を記念して 2005 年に、そしてこの 2 月にも私が住む 

スペイン大使公邸の庭に横浜緋桜を植えていただいたことを感謝いたします。植樹式に立ち 

会うことができ嬉しく思っています。 

 

  今後も横浜スペイン協会の皆さまと末永く楽しく、日本でスペイン文化を広めるために協 

力していきたく思っています。 

                     

 

 

    



横浜市長よりお祝いメッセージ横浜市長よりお祝いメッセージ横浜市長よりお祝いメッセージ横浜市長よりお祝いメッセージ    

 

 

横浜スペイン協会が設立 30 周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げま

す。長きにわたり、日本・横浜とスペインの交流の懸け橋としてご尽力いただいており

ますことに深く敬意を表します。 

今から 30 年前、貴協会は、初代会長 故下山貞明氏の「スペインに桜を植えよう」

という呼びかけのもとに設立され、交流の輪を広げてこられました。以来、今日に至る

まで、音楽・文学などの芸術分野や語学などを通じて、横浜市民とスペインの皆様との交流の絆を紡いでい

らっしゃいます。スペインの各都市と横浜市との交流も、バルセロナ市とのスマートシティの取組やバルセ

ロナ港湾局との連携強化の覚書締結等、年々活発になっております。 

貴協会の設立のきっかけとなった「桜」は、古くから様々な日本の名歌に詠まれ、日本人の桜を愛でる「や

まと心」の象徴として、変わらずに愛唱されてきました。昨年、横浜で熱戦が繰り広げられた「ラグビーワ

ールドカップ 2019™」でも、日本代表のユニホームには満開の桜のエンブレムが輝き、その闘志あふれるプ

レーに日本中の人々が心を震わせました。今後も、「桜」を通じて、日本の心をスペインの皆様にお伝えい

ただき、将来にわたり両国の友情が繋がっていくことを願っております。 

横浜市は、「ラグビーワールドカップ 2019™」での経験を活かし、来年に開催予定の「東京 2020 オリンピ

ック・パラリンピック」に向けて、着実に準備を進めております。心温まるおもてなしで国内外からお越し

になるお客様をお迎えし、魅力あふれる都市・横浜の魅力を世界に発信してまいります。 

むすびに、横浜スペイン協会のますますのご発展と会員の皆様のご健勝を祈念いたしまして、お祝いの言

葉とさせていただきます。 

        

名古屋スペイン協会名古屋スペイン協会名古屋スペイン協会名古屋スペイン協会よりお祝いメッセージよりお祝いメッセージよりお祝いメッセージよりお祝いメッセージ    

                        名古屋スペイン協会 事務局長   相澤 一中 

 

 横浜スペイン協会の創立 30 周年、誠におめでとうございます。 

貴協会とは、パーティーや会報、情報交換などを通じて交流させていただいてきました。名古屋スペイン協

会では、毎年 12 月に日本スペイン交流懇親会を開催しています。ここ 3 年では、下山会長をはじめ、武菱

様、福長様、服部様にご出席いただき、大変感謝しております。この懇親会では、様々な賞品が当たる抽選

会を開催しており、貴協会から毎年豪華な賞品（私の大好きな崎陽軒のシウマイ）を提供していただいてい

ます。この賞品、名古屋では購入できないこともあって、当選した会員の方々は毎年、大変喜んでいます。 

また貴協会の新春親睦パーティーに毎年ご招待していただき、役員、会員の方々といろいろな話ができるこ

とは、当協会の運営に大変役立っております。当協会では、スペインの音楽、絵画といった芸術、料理や文

化、スポーツなどをテーマにしたコンサートやトークショーなどの例会を年 2 回、東京からスペイン人シェ

フを呼んでの本格的なタパスパーティーや日本スペイン交流懇親会、そして年４回の会報発行などを主な

活動としています。今後の運営を模索している中で、貴協会の「スペイン語教室」や「スペインへの桜の植

樹」等は多くの学ぶ点があり、見習いたい活動として当協会の目標となっています。 

最後に、貴協会の益々のご発展を祈念するとともに、より一層の交流を図っていきたいと思いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。 
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 六本木一丁目、都心の中で緑豊かな庭園があるスペイン大使館内

には、毎年春にピンク色の横浜緋桜がこの庭園に美しさと明るさを

見せています。本年 2020 年は、横浜スペイン協会の創立 30 周年の

節目の年にあたり、協会としていくつかのイベントを計画していま

す。第 1 弾の催しとして、スペイン大使館でのさくら植樹を 2 月 25

日に行いました。大使館内での植樹は 2005 年に行って以来 15 年ぶ

りとなります。最初に植えた桜は現在 3本（5本植樹）となりました

が、大きく成長しています。今回の記念植樹は 3 本の植樹を行うこ

ととしました。植樹当日は、コロナの感染が国内において広がり始

めた時期でしたが、曇り空の中、横浜スペイン協会から 20名の方が

参加されました。大使公邸前の記念植樹にはトレド大使や参加され

た皆さん方もスコップを手にして植樹を行いました。今回植樹した

桜も、毎年春にはその美しい姿を見せてくれることと思います。植

樹の後の懇親会は、コロナの影響を懸念して裏庭で行いました。そ

こには 15年前に植えられた桜が大きく成長し、まもなく美しい桜の姿を見せるようでした。 

 横浜スペイン協会の始まりは、スペイン・ロンダ市でのさくら植樹に始まりました。スペイン大使館での

さくら植樹も日西の交流の場となればと思っています。来年の春には、コロナの影響が治まった中で、美し

い桜を皆さんと大いに楽しみたいと期待しています。（武菱邦夫）  

 

 

 

 

 

 

 

 

「横浜緋桜は日西市民交流の懸け橋」 

東京の今年の桜の開花日が話題になりつつあった 2 月 25 日、

私は久々ぶりに港区の駐日スペイン大使館の門をくぐりました。

当協会設立 30 周年を記念するこの日の桜植樹とセレモニーには

20 名の会員の参加がありました。15 年前の 2005 年 2 月 24 日に

は下山貞明会長を含め協会の有志 4 名と、桜の専門家の池本さん

他職人 2名で植樹した「横浜緋桜」は、鮮やかな濃いピンクの花

が特徴で、その前年に新装となったスペイン大使館の白い壁に美

しい彩を添えてきました。今回は大使公邸の入口左側に、最初に

ホルヘ・トレド大使閣下と下山利明会長が記念植樹をしたのち、参加者それぞれがスコップで土入れをし，

公邸の周りに 3 本の植樹を終えました。スペイン国アンダルシアのロンダ市への最初の桜植樹が 1993 年に

始まって以来、セヴィジャ市、コリア・デル・リオ市、そして協会創立 25 周年にはレオン州カミノ・デ・

インビエルノ等へと日本の国花、桜の植樹を通しての日西の市民レベルの交流が続いています。（山崎宗城） 
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2 月 25 日（火）、協会創立 30 周年記念行事のひとつとして、スペイン大使館で桜植樹が行われました。

トレド大使はじめ総勢約 25 名での賑やかな催しとなり、大使公邸正面に植えた苗には参加者全員が順に土

をかぶせていきました。あいにくの曇り空でしたが、冷え込みもなく、ロビーで始まった懇親会はピンチョ

スやタパスをつまみながら裏庭に会場を移していきました。暖冬の影響で、15 年前に当協会が植えた横浜

緋桜もいくつかのつぼみが早くもほころび始めていました。「満開の頃、また呼んでくださいね」のリクエ

ストに大使は「いつでも歓迎です」と。時あたかも新型コロナウイルスが日本でも少しずつ広がり始め、大

使も「ウイルスが怖いから今日は握手できないよ」と冗談交じりにおっしゃっていましたが、その頃はまだ

世界がこんな大混乱に陥るとは誰も想像していませんでした。春に向けて気分はどんどん明るくなってい

くと思っていたのに…。スペインでも 2万人を超える犠牲者が出てしまいました。とにかく早くコロナ禍が

終息し、「あたりまえの日常」が取り戻され、来年の開花後にオリンピックを心待ちにできる日々が訪れる

ことを願って止みません。（山田るりこ） 
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スペイン大使館で 2 月 25 日に行われたスペイン協会 30 周年記念としての桜植樹に初めて参加させてい

ただきました。当日は、トレド大使ご列席のもとスペイン協会下山会長ご夫妻や 協会会員等 20名の方の参

加により無事苗木 3 本の植樹が終わり、その後前回植樹された広場にてレセプションが行われました。前回

は 2005 年のスペイン協会創立 15 周年記念に行われたとのことですが、植樹された 3 本が立派に成長して

いるのを見て、大使館で大切に手入れして頂いているという印象を受けました。残念ながら、スペイン・ロ

ンダでの今年の植樹はコロナウイルスの感染拡大により中止となってしまいましたが、今回の日本での植

樹は大きな意義があったと思われます。一般的に桜の寿命は約 60 年と言われていますが、スぺインあるい

は日本で定期的に桜植樹を行うことにより、スペインと協会との関係の継続、強化を期待したいと思います。

（原健三郎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜＜＜＜総会報告総会報告総会報告総会報告＞＞＞＞    

2020 年度定時総会議事録 

    

日 時  ：2020 年 5 月 30 日（土）10:30 ～ 12:10 

場 所  ：Skype によるオンライン総会（出席者は自宅よりリモート参加） 

出席人数 ：13 名 

（敬称略：下山／臼井／岩田／武菱／服部／平本／福長／大戸正彦／大戸尚美／原 

／宮岡／栗山／松村） 

議長  ：下山利明会長 

  

【議案】 

1. 第 1号議案 2019 年度事業報告について 

 2. 第 2号議案 (1) 2019 年度会計決算報告について 

           (2) 監査報告 

 3. 第 3号議案 2020 年度事業計画（案）について 

4. 第 4号議案 2020 年度会計収支予算（案）について 

 

【議決】 

  第１号～第４号議案に関して審議を行い、出席者全員の賛同を得て全て承認・可決された。 

 

【議事内容】 

以下議事進行に伴う質問・意見などの補足内容については、ホームページ、会員専用ページご参照。 

1. 臼井総務担当理事の司会で開催し、まず下山会長より挨拶があった。今回はコロナウィルス対応

のためオンラインによるリモート総会開催となったが、今後は協会の運営方法も効率化を図って

いく必要があるというコメントがあった。 

2. 協会規約 10条(2)に則り会長が議長の座に着き臼井理事より第 1 号議案の説明があった。引き続

き第 2 号議案(1)について臼井理事より説明があった。この後同議案(2)「監査報告」は原監事か

ら 2019 年度会計処理は適正に執行された旨の報告が行われた。 

3. 第 3号議案について下山会長より説明があり、各担当理事が補足説明を行った。第 4号議案は下

山会長より説明があった。 

4. 2020 年度 役員・委員選任報告 

 

下山会長より協会規約第 5 条 3項に従い、2020 年度の役員改選が下記のように決まったとの報告があ

った。 

 

再任 

会長 下山 利明   広報担当 

理事 岩田 岳久   スペイン語教室担当 

理事 松村 清    会計、スペイン語教室副担当 

理事 武菱 邦夫     渉外・イベント担当  

理事 服部 君江   スペインサロン担当 

理事 平本 紀子     スペインサロン副担当 

新任 

理事 大戸正彦       総務担当 

理事 原 健三郎     スペイン語教室副担当 

 

監事 本間 一彦  

監事 星野 伸行  

 

退任 

理事 福長 昭代 

理事  臼井 愼一  

理事 古賀 惠子  

監事 原 健三郎 



監事 幸島 雄一郎 

委員 桜田 ゆみ   渉外・イベント副担当 

委員 中田 博久   スペイン語教室 

 

＜退任にあたって＞                      

4 期、8 年に亘りスペイン語クラス担当の理事を務めさせて頂きました。その間に皆様から頂いたご支援

ご協力に感謝申し上げます。スペイン語クラスは講師の方々の幅広い知識によるご指導を頂き、また一方で

は受講生の皆さまの熱心さによって充実した講座が展開されてきました。また夏期講習や特別講座では興

味深いテーマでスペイン文化の知識と理解を深めることができました。更には協会のホームページを通じ

て外部の方々にも各種講座に参加頂くことになったのは有難いことでした。今後ますます充実した講座が

展開されることを願っております。私自身もスペイン語クラス、協会での活動に参加させて頂き、本当に良

い時を過ごさせて頂きました。心より御礼申し上げます。（福長昭代） 

 

＊＊＊ 

約 6 年間協会の運営に携わらせていただきました。協会の活動を通じ会員をはじめいろいろな方と出会

い、これまでの社会経験では得られぬ世界とスペインの魅力を知ることができました。特に設立 25 周年の

イベントのサルスエラの公演にスタッフとして参加、更にセリフのある役までいただきステージにも立て

たことは忘れえぬ思い出です。公演のお土産のワインに特製ラベル貼りの作業を理事の方々と黙々とした

あの夜も懐かしいです。30 周年の今年は想定外の災禍に見舞われましたが、この難局を乗り越え協会が発

展することをお祈りしています。（臼井 慎一） 

 

＊＊＊ 

この度理事を退任いたしました。25 周年記念行事のお手伝いをしたことがきっかけで、その後２期４年

間足掛け５年、主に会計関係を中心に担当してまいりました。その間各種の行事で会員の皆様にお目にか

かり、いろいろお世話になりました。おかげさまでとても楽しく、有意義な時間を過ごすことができまし

た。ありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願いいたします。（古賀恵子） 

 

＊＊＊ 

＜新任理事自己紹介＞ 

総務担当の理事を拝命しました大戸です。入会は 2015 年 4月で、2017 年 7 月から 1 年間監事を務めさせ

ていただいたこともあります。当時は地方勤務をしていたために、スペイン語の授業を受けることができま

せんでしたが、東京に戻って 2018 年 10 月から、セレッソクラスでスペイン語を勉強しています。横浜スペ

イン協会の運営が少しでも円滑に行われるために、尽力したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

（大戸正彦） 

＊＊＊ 

 

今期より新たにスペイン語教室副担当理事となりました原健三郎です。スペイン協会には 2016 年 11 月

に入会致しました。過去仕事の関係でスペインにはよく出張しましたが、これまでスペイン語を基礎から勉

強する機会が無かったので、昨年 4月よりリリオクラスでスペイン語の勉強を始めました。昨年 5月に協会

メンバーと共に[スぺイン・サンティアゴ巡礼の道]に参加し、スペインがより身近に感じられるようになり

ました。これからは岩田さん、松村さんと一緒に、スペイン語クラスの皆様のお役に立てればと思っており

ます。どうぞ宜しくお願い致します。（原健三郎） 

 



●スペイン語クラス●スペイン語クラス●スペイン語クラス●スペイン語クラス    

＜入門クラス「フレシア」が開講しました＞ 

昨年に続き、初めてスペイン語を学ばれる方や再度一から学び

直したい方を対象としたフレシアクラスが、6 月 25 日に開講しま

した。当初 4 月開講の予定が新型コロナウィルスのために 3 ヶ月

近く遅れてのスタートとなりましたが、お休みの間も講師の中園

先生からメッセージとともに教科書の紹介もしていただいたので、自宅で学び始められた方もおられまし

た。また、自宅に籠もっている間に学習意欲を増した方が多くおられたのか、開講間際に見学を希望された

方が増えたのもコロナの影響かもしれません。まだ、受講生を募集しておりますので是非この機会にスペイ

ン語を始められてはいかがでしょうか？（岩田岳久） 

＜臨時クラス委員会の報告＞ 

6 月 13 日(土)に臨時クラス委員会を開催しました。今回は新型コロナウィルスのため、初めての試みと

してスカイプによる委員会となり、各議題につき担当者からご報告頂きました。 

① 松村理事より、6 月 15 日からの受講再開につき、鍵を受け取る時のチェックシートの提出、マスク

の着用、席の間隔を開ける等、県民センターよりお願いをされたとの報告がありました。また、当

面、9 階のコピー機、9階/10 階のミーティングスペースは使用できないとのことです。 

② 武菱理事より、30周年記念イベントについて、[私たちのスペイン展] の応募者は現在一件のみのた

めチラシの募集締切を 8月半ばまで延期予定であり、再度各クラスでの作品募集のお願いがありました。 

③ 福長元理事より、11月に実行予定の 30 周年記念パーティーでのスペイン語クラスによる催しについ

て現状説明がありました。1 部の音楽祭に続き 2部のパーティーでのクラス劇の提案があり、現在寸劇の

浦島太郎を候補として検討しているとの連絡がありました。 

④松村理事より、今期以降の授業料につき、 受領済の前期 3 月分を 7月分に充当し、追って 9月と後期

分をまとめて集金する予定との連絡がありました。 

最後に下山会長より今回スカイプで開催出来たことにより、会議の方法も多様化している折から 今後も

話し合う機会を増やして行きたいとのコメントがありました。（原 健三郎） 

 

●スペイン・サロン●スペイン・サロン●スペイン・サロン●スペイン・サロン    

≪30 周年  スペイン・サロン記念講演会のお知らせ≫ 

『アンドゥーハル Andujar の聖母 ― 近世スペインにおけるムスリム王族の改宗』 

日時 ：12 月 5日（土） 13 時～15 時    

場所 ：かながわ県民センター305 号室 

 講師 ：関 哲行（元流通経済大学教授） 

会費 ：1000 円 

＊関先生はスペインの歴史、マイノリティ、宗教、そして巡礼に関する著書を多数出版されていらっしゃ

います。以前にも横浜スペイン協会で講演をされていて、お話が面白いと評判でした。 

お申込み＆お問合せ：spain_salon@yokohama-spain.jp(平本、服部) 



●サークル●サークル●サークル●サークル    

＜＜＜＜CCCCLUB2020LUB2020LUB2020LUB2020＞＞＞＞    

当 CLUB2020 はオリンピックで日本を訪れるスペイン語圏の人たちを「おもてなしする」ために準備してき

ました。ただオリンピックの開催が 1 年ずれ込むことが明らかになった為当クラブの名称を＜サークル

VenteVente＞と変更致しました。①スペイン語で日本の文化を紹介する。②日常のスペイン語会話の習得に

重点を置く。③文法含め正しいスペイン語を習得する（文法講座も設ける）などを目標に講座を進めます。

講座と違いサークル活動の為ある程度自由な、臨機応変な対応をはかることが可能なので、参加者の意見や

アップデートな情報を積極的に取り込んで行きたいと考えております。ご指導は引き続き山田るりこ先生

にお願い致します。（福長昭代） 

＊活動日:第 1,3 火曜日を予定    

＜旅でスペインを識ろう会＞＜旅でスペインを識ろう会＞＜旅でスペインを識ろう会＞＜旅でスペインを識ろう会＞        

＊運営担当退任にあたって   

スペインが大好きな方たちとスペインを語ったらさぞや楽しいのではという思いで、2011 年 1 月にこの

サークルを立ち上げました。当初数人の参加者から始まった会ですが、今では毎月 20 名を超すほどの参加

者になりました。発表者のお話はどれも興味深く、歴史、建築、地理、音楽、食文化等を網羅しており、つ

くづく”旅はいいものだ”と実感させられました。この会を通じて参加者同士の交流が進んだことも、この

会の大きなメリットでした。この 9 年間、私も多くのことを学ばせていただき、充実した年月でした。この

経験は今や私の宝物となっております。今後は、スペイン旅のエキスパートでおられる胡桃澤恒二様がこの

会を引き継いでくださることになり、頼もしい限りです。これからもこの「旅の会」が皆様に愛され、発展

していくことを願ってやみません。（真木幸子） 

＊後任者からのご挨拶 

今年度、真木さんより運営を引き継ぎました胡桃澤恒二です。2年前に発表を依頼されて「旅の会」を

知り、以降毎回出席しています。2011 年から続いているこの会を継続させるだけで精一杯ですが、多くの

方のサポートをいただき努力してみます。私とスペインのかかわりは、1976 年に一人で Madrid へ出張し

たのが最初で、20 年ほど経った 1997 年からは妻と二人で旅

しています。今までに訪れた場所をマークしてみました。

皆さんの発表から、いろいろな旅の楽しみ方があるのを知

り、まだまだ行って見たい場所ができました。歩けるうち

に訪れて皆さんと楽しいスペインの旅を話せたら良いなと

思っています。（胡桃澤恒二） 

＊＊＊ 

＊「旅の会」をオンラインでの開催可能性を検討中 

 今年度は、COVID-19 のために人数制限が課されていて、20

数名が集える場所が確保できなくて開催していません。この

ままだと一回も開催しない年になってしまいそうです。悩んでいた時に、山田るりこ先生が ZOOM 使用での

開催を提案してくれました。急なことなのでスペイン語クラス（ハスミン・アマポーラ・セレッソ）の方々

に協力をお願いして試行してみました。山田先生がホスト局を務めて準備していた PDF ファイルを表示し

ながら進めていただきました。先生のスキルに依存することが多いのですが、結果は好評で 34 名の方々が

参加して下さいました。いただいた意見の中に、・自宅なので気軽に参加できる、・今まで時間の都合で参加

できなかったが自宅なら参加できる、などがありました。場所が確保できなくても開催できそうなので、オ

ンライン開催も検討しています。 



 

「私たちのスペイン展」展示作品を募集「私たちのスペイン展」展示作品を募集「私たちのスペイン展」展示作品を募集「私たちのスペイン展」展示作品を募集    

 横浜スペイン協会では創立 30 周年を記念して「私たちのスペイン展」を下記要領にて開催します。つい

ては会員の皆様から展示する作品を募集させていただきます。絵画や写真・クラフト折り紙などでスペイン

に関連した作品なら何でも結構です。皆様のご参加をお待ちしております。詳しくは AIYES 4 月号に同封

した作品募集のチラシをご参照ください。尚、作品募集の期間は、7 月 24 日までとしましたがコロナの影

響もあり 8 月 14 日までと変更いたします。また会期中の会場受付ボランティアも募集します。詳しくはホ

ームページをご参照ください。 

◇会場・・・・かながわ県民センター展示場 

◇開催期間・・9 月 28 日（月）～10 月 1 日（木） 

◇開会式典・・9 月 28 日（月）スペイン大使館文化参事官によるテープカットとレセプション予定 

◇主な展示予定内容 

     ・応募作品   ・協会の歩み   ・活動紹介（クラス紹介・クラブ、サークル紹介など） 

     ・観光コーナー（スペイン政府観光局 セルバンテス等） 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊    新会員紹介新会員紹介新会員紹介新会員紹介    ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊    

＜賛助会員＞ 

 

ララララ    イベリカイベリカイベリカイベリカ（La Iberica）                2020 年 6月入会 

 

横浜に食を通じてスペインの良さを広めていきたいです。 

よろしくお願いいたします。 

（会員向けサービスをご提供いただきました。下記参照） 

    

    

＜＜賛助会員各社の会員サービス内容＞＞＜＜賛助会員各社の会員サービス内容＞＞＜＜賛助会員各社の会員サービス内容＞＞＜＜賛助会員各社の会員サービス内容＞＞    

    

◆会員証の提示で、下記賛助会員企業より表記のサービスが受けられます。 

賛 助 会 員 住  所 ☎番号 会員サービス 

カサ・デ・フジモリ関内本店                     横浜市中区相生町1-25 045-662-9474 サングリア１杯無料 

Bar Español                      横浜市中区相生町2-43-2 045-651-1074 サングリア１杯無料 

La Iberica 横浜市西区北幸2-6-5 GEMS横浜3F 045-620-2156 タパス 1つ無料 

 

《編集後記》ステイホーム期間は電車に乗ることもなく、したがって横浜駅にも寄りつかないでいたら、 

6 月初旬には駅周辺の工事はかなり進んでいました。あまりにも長い工事期間に「神奈川のサグラダ・ 

ファミリア」などと悪口言われていましたが、駅ビルも完成してなんとなく先が見えてきた感じです。100

年以上建設中の本家も 2026 年には完成か、と言われていますね。となると…、未完の世界遺産も見てお

きたいぞ。アフターコロナの予定が詰まってきて、あー忙しい？！（A.S） 

 

編集長/下山綾子  編集委員/ 岩田岳久 大戸正彦 下山利明 武菱邦夫 服部君江 原健三郎 平本紀子 松村清  

 
投稿寄稿宛先  E-mail    全般 : info@yokohama-spain.jp 

              スペイン語教室: spanish_class@yokohama-spain.jp 
                            スペイン・サロン:spain_salon@yokohama-spain.jp 
横浜スペイン協会      ホームページ：http://www.yokohama-spain.jp 

次回の原稿締切は 

10101010 月月月月 11115555 日日日日((((木木木木))))ですですですです    


